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美
術
館
な
ど
に
展
示
さ
れ
て

い
る
絵
唐
津
（
絵
が
描
か
れ
た

古
唐
津
）
の
多
く
が
、
実
は
伊

万
里
市
内
の
窯
跡
で
焼
か
れ
て

い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
唐
津
焼
は
１
５
８
０
年
頃
か

ら
、
現
在
の
唐
津

市
北
波
多
の
岸
岳

城
周
辺
で
、
朝

鮮
人
陶
工
が
波
多

氏
の
保
護
の
も
と

で
作
り
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
陶

工
た
ち
は
北
波
多

を
離
れ
て
、
伊
万
里
や
武
雄
で

唐
津
焼
を
盛
ん
に
作
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
唐
津
焼
の
最
盛
期
と

言
わ
れ
る
16
世
紀
末
頃
か
ら
17

世
紀
初
頭
ま
で
の
間
は
、
伊
万

里
に
築
か
れ
た
窯
で
、
古
唐
津

（
絵
唐
津
）
の
名
品
が
数
多
く
製

作
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
後

に
始
ま
っ
た
磁
器
生
産
の
影
響

で
、
唐
津
焼
の
需
要
は
少
な
く

な
り
、
唐
津
焼
生
産
の
規
模
は

縮
小
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
唐

津
焼
で
す
が
、
現
在
、
窯
跡
が

盗
掘
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
盗
掘
は

唐
津
焼
の
陶
片

を
狙
い
、
不
法

に
窯
跡
を
掘
っ

て
破
壊
す
る
行

為
で
す
。

　
こ
う
し
た
盗

掘
行
為
を
防
止

す
る
た
め
、
佐
賀
県
で
は
陶
磁

器
窯
跡
の
保
護
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
窯

跡
保
存
対
策
協
議
会
を
中
心
と

し
た
保
護
活
動
に
よ
り
、
県
指

定
史
跡
の
茅か

や
ん
た
に

ノ
谷
１
号
窯
跡
や

市
指
定
史
跡
の
阿あ

ぼ
ん
た
に
し
も

房
谷
下
窯
跡

な
ど
、
貴
重
な
窯
跡
の
保
存
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
唐
津
焼
窯
跡

〜 

盛
期
古
唐
津
の
生
産
地
・
伊
万
里 

〜

　
遺
跡
か
ら
見
る
伊
万
里
の
歴
史
⑩

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

絵唐津の陶片

　
第
50
回
市
教
育
研
究
大
会
が
12

月
25
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
に

お
け
る
教
育
の
充
実
や
発
展
を
目

的
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会
な
ど

が
昭
和
38
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
記
念
す
べ
き
今
回
は
、
市
退
職

校
長
会
の
泉
建
一
会
長
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
講
師
自
身
の
体
験

談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
教
育
研

究
大
会
が
歩
ん
だ
50
年
の
軌
跡
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
進

的
な
指
導
方
法
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
教
育
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
教
育
と
は
、
電
子
黒
板
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
通
信
技
術
を

使
っ
た
授
業
の
こ
と
で
、
市
内
で

も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
講
師
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者

か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
と
臨
場

感
が
あ
り
親
し
み
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も

手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
授
業
を
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
市
内
小
中
学

校
の
教
諭
約
５
０
０
人
は
大
会
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
教
育
活
動
な
ど
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
育
て
る
た
め
に

第
50
回
市
教
育
研
究
大
会
が
開
催

↑言語活動の必要性などについ
て熱心に講演する泉建一会長

↑笑顔を見せながら餅つきを行う中国籍の皆さん。こ
の後、おいしい餅料理をみんなで堪能しました

南波多町で多文化交流事業

日本の正月を楽しく体験
　１月 20 日、多文化交流事業が南波多公民館で

開催されました。これは、市内に住む外国籍住民

と市民との交流を通じた相互理解によって、共生

の輪をさらに広げていこうと、市国際交流協会が

毎年行っているものです。この日は、中国、タイ、

イギリス、カナダ、ニュージーランド国籍の 14 人

が参加し、南波多町や市内各団体の皆さん 31 人と

楽しく交流しました。

　今回のテーマは、日本の正月にちなんだ伝統行

事。外国籍の皆さんは、こままわしや福笑いなど

の遊びを体験し、夢中になって何度も挑戦してい

ました。また、餅
もち

つきでは、慣れない手つきでつ

いていた皆さんも次第に上達。できたての餅やお

せち料理を味わいながら、日本の伝統文化に触れ

ていました。


